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稲敷を ”乗りこなそう”
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稲敷を”乗りこなそう”
RIDE＝乗りこなす

稲敷にある、自転車を軸とした 
野外アクティビティを丸ごと満喫して 
ほしいという意味を込めた

稲敷市自転車事業公式ロゴ



稲敷を ”乗りこなそう”

１、自己紹介 
２、ミッション 
３、４年目の取組 
４、最終年の取組

目次

2023.05.03.08:26:20 ukishima　



伊藤 歩（ムーサン）

任期延長：～R6.3が決定

稲敷を ”乗りこなそう”

出身/長野県飯田市 
年齢/37歳 
家族/妻・子どもと４人で移住 
任期/R２.4-R5 .3

自己紹介



稲敷を ”乗りこなそう”

ミッション（伊藤のポジション）

サイクリスト 地域のヒト・モノ

→稲敷市を市外に発信：７
→稲敷市を市内に発信：３

誰に向けて

「自転車」を通して稲敷市をPRすること



稲敷を ”乗りこなそう”

計画　４年目

様々な取組みを通して自転車事業への機運を高める

イナシキライド 
課題と今後

ヘルメットの被り方から丁寧に教える

広い駐車場を使ってのびのび練習できる

1.仮設休憩所の開店　  10日/年
2.小規模ツアー開発　   ５回/年

4.レンタサイクル事業  営業開始

6.PR事業　　　　　　通年

3.イベント開発　　　　２本程度

5.自転車教室　　　　　２本程度

0.まちづくり推進課との協働　 通年



稲敷を ”乗りこなそう”

仮設休憩所（サイクリストウェルカム企画） 

イナシキライド 
仮設休憩所

ヘルメットの被り方から丁寧に教える

広い駐車場を使ってのびのび練習できる

目的
市内２３キロ区間内には稲敷市との 
接点を持ちにくい現状がある。 
サイクリストと地域産品をつなぐ 
取組を通して稲敷市のPRをする。

 ① 5/4-7
開催は３日間（雨の影響）
井川建築設計事務所

 ② 6/10-11
井川建築設計事務所

 ③ 7/15-16
井川建築設計事務所

 ④ 11/19
笑遊まつり出店

 ⑤ 12/23-24
和田公園 方法

市内の事業者のうち、サイクリストと 
相性の良い商品を選定し、りんりん 
ロード付近で簡易ブースを設置し 
提供・ニーズの検証をした。数少ない
休憩所としての機能も提供した。

開催は１日間（雨の影響）



稲敷を ”乗りこなそう”

5月４日-7日（GW期間中）

完売した商品も多数。この時期の開催は需要アリ！

来場者数　　　　129名（３日間） 
内サイクリスト　  91名 
通過者　　　　　783名
稲敷市サイクルサポートステーションでもある湖畔の
会社、井川建築設計事務所で仮設休憩所を実施。観光
目的の方も含めて一番多くの多彩なお客様が自転車を
楽しんでいる。この時期に稲敷としてサイクリストと
の接点を持つ企画があれば需要はあると考えられる。



稲敷を ”乗りこなそう”

6月10日ー11日

りんりんロードから視認できる場所での開催が肝。

来場者数　　　　25人（１日間） 
内サイクリスト　 18人 
通過者　　　　  123人
井川建築設計事務所で２回目の実施。通常の週末にど
のくらいの需要があるかを検証。天候もあるが、立地
的に認知してもらえないケースが多数。セブンイレブ
ンでの休憩してすぐの位置関係も不利に働いた。りん
りんロード上で展開できるとベスト。



稲敷を ”乗りこなそう”

７月15日ー16日

地域内の事業者と連携しながら稲敷市をPR

サイクリスト

じゃなくても

⼊場OK！！

(駐⾞場あり)

稲敷市の地域産品と地域情報を⽤意してお待ちしています。

15 162023. 7

 
休憩所

りんりんロード沿いの仮設休憩所

＼凍らせて美味しい／

東郷菓⼦舗
冷やしわらび餅

＼アイスどら焼き／

⻘⽊菓⼦店
⽣クリームどら焼き

サイクルサポートステーション

会場
井川建築設計事務所

8:00 15:00
613

稲敷市サイクリング事業の
公式タイトル＆ロゴです。

アンケート回答で

プレゼントあり！

最新情報/問合せ

@inashikiride

MAP

（SAT） （SUN）

# 3

＼⼀枚⼀枚⼿揚げで無添加／

れんこん３兄弟
れんこんちっぷ

＼旬のプランドかぼちゃ／

いもっこ源次郎
江⼾崎かぼちゃプリン

＼葛粉で作った溶けないアイス／

⻘⽊菓⼦店
葛（くず）バー

来場者数　　　　36人（2日間） 
内サイクリスト　 29人 
通過者　　　　  210人
井川建築設計事務所で３回目の仮設休憩所を実施。7
月でも気温が高いと企画数が減る。暑い時期に合う商
品展開をした。江戸崎かぼちゃの商品や髙木隊員との
連携でPRブースも設けた。県外から来ている方も多
く、商品を通じて稲敷を知ってもらう効果は高い。



稲敷を ”乗りこなそう”

11月19日（笑遊まつり）

稲敷市の既存イベントとの連動企画を模索

稲
敷
市
産

�
�
�
�
�
�
�

休憩所

9:00-15:0011/192023. 日

笑遊まつりに出店します

＠江戸崎商店街

# 4

自転車で来場の方、焼き芋プレゼント！

今回の休憩所は稲敷市産のさつまいもを使って石焼き芋をご提供します。
お祭りと合わせてぜひお越しください！

りんりんロード
からのアクセス

最新情報

来場者数　　　　 54人 
内サイクリスト　   2人
毎年江戸崎商店街で行われている笑遊まつり
に休憩所として出店。サイクリストに江戸崎
商店街に来てもらう流れを作ろうと企画。告
知不足もあり、サイクリストの利用は少なか
った。ただ地域のイベントに出店する形で、
新しい観光ルートを作る取組は続けたい。



稲敷を ”乗りこなそう”

12月23日ー24日（和田公園）

来年度は和田公園での複数回の実施が目標

来場者数　　　　41名（2日間） 
内サイクリスト　39名 
通過者　　　　　84名
和田公園での初の休憩所企画。そもそもトイレ休憩な
どで立ち寄りが多い和田公園でのサービスは非常に好
評だった。サイクリング企画数が少ない中で約半数の
方が立ち寄ってくれた。視認性の高さ、タイミングな
ど、休憩所を出す場所として適地だと再認識できた。



稲敷を ”乗りこなそう”

取り扱い商品一覧

来年度も稲敷市自慢の商品をりんりんロードに！

青木菓子店 
葛バー

東郷菓子舗 
冷やしわらび餅

Ohana 
シフォンケーキ

青木菓子店 
生クリームどら焼

遠藤毅 
ｼﾙｸｽｲｰﾄ/紅はるか

芋っこ源次郎(行方) 
江戸崎かぼちゃﾌﾟﾘﾝ

飯沼学 
江戸崎トマト

れんこん三兄弟 
れんこんちっぷ

浮島産 
とうもろこし

高須水産／伊藤商店 
各種佃煮

カフェぼっくり 
月出里コーヒー

？



稲敷を ”乗りこなそう”
様々なチャンネルを通じて稲敷市の自転車事業をPR

広報活動

2024.６.18 茨城新聞掲載

2024.５. 3茨城新聞掲載

全ての休憩所企画について 
りんりんロードポータルサイトに掲載



稲敷を ”乗りこなそう”
今後は、ｻｲｸﾘﾝｸﾞｼｰｽﾞﾝに合わせた情報発信が必要

広報活動

広報いなしき 特集 
2023年12月号で、これまでの取組みを 
表紙を含め５ページにわたって掲載してい
ただきました。市民の方にこれまでの取組
みをご紹介できる機会になりました。



稲敷を ”乗りこなそう”

ツアー・イベント開発事業

市内事業者とのツアー商品の開発（定期）を進めます。

ミルクライド
稲敷市の新利根塾農学塾農場と、新利根川の桜堤
と農場のエコツアー（牛乳試飲含む）を楽しむ春
のツアー開発を行いました。

桜の下でセルフコーヒーも楽しみました！



稲敷を ”乗りこなそう”

ツアー・イベント開発事業

定期的に行えるツアーとして開発を進めます。

コーヒーライド
「霞ヶ浦にコーヒー飲み行こ！」を合言葉に 
　コーヒーを楽しむライドを行いました。

カフェぼっくりさんのドリップコーヒーをご提供しました！



茨城放送との共催イベント

稲敷を ”乗りこなそう”

ツアー・イベント開発事業

来年度は稲敷市主催の自転車イベントを開催予定！

2409回再生

いばチャリvol.2を開催

伊藤は、コース設計、エイド設計を担当。 
当日は、市役所チームも揃いの 
シャツでお客様をお出迎えしました。

協力 
平井家住宅、新利根農学塾農場、Ohana 
いなのすけ市場、東郷菓子店、青木菓子店 
えどさき笑遊館、黒田米穀 
こもれび森のイバライド（登場順） 

総勢120名が参加

当日の様子は広報12月の表紙で 
使用されました。

茨城放送Youtube



稲敷を ”乗りこなそう”

ノベルティ開発

いばチャリに合わせてイナシキライドのノベルティもリニューアルし 
参加者全員にプレゼントしました。

エコバック サイクリングボトル

今後もグッズを通した認知度の向上を進めます。



稲敷を ”乗りこなそう”

ツアー・イベント開発事業

来年度もイベントは継続予定だそうです。

K-1ライド
11月、JR土浦駅の駅ビルを運営するプレイ
アトレ土浦の主催で霞ヶ浦一周イベントが実
施されました。稲敷市はミルキークイーンの
おにぎりを提供。500名を超えるお客様に稲
敷市の味を楽しんでもらいました。 
準備はまちづくり推進課が中心、 
伊藤は当日の売り子を中心に活動しました。

須賀津の宮本商店　「ミルキークイーンおにぎり」



つくば霞ヶ浦りんりんロード

稲敷を ”乗りこなそう”

清掃活動

来年度、市内２３キロ区間で清掃活動を継続！

クリーン作戦
ヘルメットの被り方から丁寧に教える

目的
「りんりんロード周辺が汚い」という匿名のお
手紙をいただき、企画・実施。市内23キロ区
間をきれいに保つことは訪れたサイクリストに
好印象を持ってもらうことにもつながると考え
ています。

協力
筧市長、山本議員、まちづくり推進課、環境課、
衛生土木、大学生、行方市協力隊など16名

2024.2.24 茨城新聞掲載



井川建築設計事務所での

稲敷を ”乗りこなそう”

大学生インターン

ｻｲｸﾘｽﾄ向け住宅提案ができる設計事務所が稲敷に！

サイクリスト向け住宅提案
ヘルメットの被り方から丁寧に教える

広い駐車場を使ってのびのび練習できる

目的
茨城県事業「過疎地地域インターン促進事業」を活用
した取組。稲敷市内企業（井川建築設計事務所）に地
域と縁のない大学生2名をマッチングし１ヶ月間住み
込みながらサイクリスト向けの「住宅提案ができる設
計事務所」となるための営業資料の作成に取り組みま
した。 

「過疎地地域インターン促進事業 
過疎地域の中小企業等に都市部の学生を長期インター
ンとして呼び込むことで、企業の新たなチャレンジや
事業活動の活性化を促進するとともに、地域の人々と
の交流を通じ、将来の移住につながる関係人口の創出
を目的としています。県内13地域に29名の大学生が 
派遣され、企業課題に取組みました。

井川建築設計事務所　井川代表

東京農業大学　田中海渡さん

沖縄大学　田之上仁愛さん

協賛企業へのプレゼン約100名のサイクリストに調査



稲敷を ”乗りこなそう”

大学生インターン

様々な観点から自転車を通した地域活性に取組みます

ヘルメットの被り方から丁寧に教える

広い駐車場を使ってのびのび練習できる

自転車専門誌バイシクルクラブで 
取り上げていただきました。

イベントポスター

LuckyFMの取材もあり、今後放送予定

１ヶ月の成果をプレイアトレ土浦（JR土浦駅）の特設会場で実施。 
プレイアトレ様の協賛で会場を無償提供していただきました。

パーソナリティー　 
水間有紀さん



日本サイクルツーリズム推進協会 
こもれび森のイバライド が連携！

稲敷を ”乗りこなそう”

自転車教室事業

ご好評につき来年度は稲敷市主催で開催予定！

自転車教室を開催
第１回　９月９日　４０名　🈵　
第２回　３月４日　４０名　🈵　 
稲敷市枠１０名

ヘルメットの被り方から丁寧に教える

・自転車楽しかった！またやりたい！ と話してました。 
・私が教えるのが下手なのでこういう機会はとても有難
いです。同じ位のお子さん達と一緒に出来るのも《ぶつ
かったら危ない》《距 離の取り方》などを同時に覚えら
れて良かったと思いました。 
・ヘルメットの被り方や乗り方など、とてもためになる 
・すごく楽しかったって言っていました。 1時間で次の
日には乗れるよ うになるなんって思っていなかった。広い駐車場を使ってのびのび練習できる

アンケートの声



稲敷を ”乗りこなそう”

研修

多様なサイクリング商品の造成を目指します。

MTBトレーナー
5月、北海道で日本サイクルツーリズ
ム推進協会（JCTA）が主催するマウ
ンテンバイクトレーナー資格研修を受
講しました。 
今後、稲敷の自然環境を観光資源とし
て活用していく上で、多様なサイクリ
ング商品の提供を見据え、必要なスキ
ルと知識を学びました。

講師は先進地 
イギリスから



稲敷を ”乗りこなそう”

研修

自然資源との付き合い方の基本を学びました。

Leave No Trace

LNT7原則は、全ての人が環境へのインパク
トを最小限にするためのわかりやすい基準を
表しています。もともとはバックカントリー
で生まれたものですが、原生自然から、都市
の公園、さらにはあなたの家の庭に至るま
で、全ての環境に応用することができます。

5月、長野県でLNTトレーナー資格研
修を受講しました。 
今後、稲敷の自然環境を観光資源とし
て活用していく上で、持続可能な活動
になるための考え方を学びました。 
サイクリングをはじめ、各種の活動で
LNTの考え方を普及していきます。



稲敷を ”乗りこなそう”

研修

事業化するために準備を進めています。

キャンプツーリング 
【小中学生向け】

８月、長野県で小中学生向けにキャン
プツーリングを提供している事業者
（Grav bicycle)へ運営などを学ぶた
め研修を行ないました。子どもたちに
与えるインパクトも含めた、非常に価
値のある企画だと実感しました。稲敷
市や茨城県を舞台にした企画を実現す
るため、連携を深めました。



稲敷を ”乗りこなそう”

研修

関係人口を創出できるプレイヤーを目指します。

地域コーディネーター 
養成講座

10月から翌２月まで、全５回の講座。 
茨城県は、移住定住を促進したり、関
係人口を創出するため、県内各エリア
で現地の”つなぎ役”を育成する講座を
主催し、参加しました。 
今年度取り組んだ、過疎地域インター
ン促進事業と連動した取組みです。

出典：https://joinus-ibaraki.jp/

ここの人材を 
目指しています



稲敷を ”乗りこなそう”

計画　５年目

様々な取組みを通して自転車事業への機運を高める

ヘルメットの被り方から丁寧に教える

広い駐車場を使ってのびのび練習できる

２．和田公園休憩所　　  10日/年
３．定番ツアー開発　　   ５回/年→モニター実証→販売

１．レンタサイクル事業  営業開始→自主＋大杉神社

６．PR事業　　　　　　 100投稿（ｲﾅｼｷﾗｲﾄﾞｲﾝｽﾀ）

４．イベント開発　　　  ２本程度→休憩所、ロゲイニング
５．自転車教室　　　　　1本→初！稲敷市主催

まちづくり推進課との協働



稲敷を ”乗りこなそう”

今後の取組

稲敷市を拠点に周辺自治体で仕事を作っていきます。

稲敷を拠点として 
活動するために

ヘルメットの被り方から丁寧に教える

個人事業主として

ハネヤスメ内倉庫を活用しｻｲｸﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ機能を 
含んだ個人事業の拠点を整備中

目的：稲敷市の地域づくりに関する事業
→地域づくりWS東部会メンバー３名で組織

屋号：さあラボ 
事業：自転車に関する事業 
　　　ﾚﾝﾀｻｲｸﾙに関する事業 
　　ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾂｱｰに関する事業　　

まちづくり会社 
いなしきむすび合同会社

茨城県南エリア・チバラキエリアの事業者に

２０２４年秋オープン

・貸しスペース 
・中間支援事業 

・桜堤まつり事業 
・VTR制作



稲敷を ”乗りこなそう”

ご静聴ありがとうございました。

WEB MAP サイクリングマップPDF イナシキライドtwittter ブログ（note)

各部署の皆様と協働できることを楽しみにしております。


